
2024 年 6 月 12 日 
 

第 33 回 日本手術看護学会九州地区筑後分会研修会報告書 
【研修会名】第 33 回 日本手術看護学会九州地区筑後分会研修会 

日 時：2024 年 6 月 8 日（土）13:30～16:00 
場 所：久留米大学医療センター附属棟 2 階大ホール 
受講者：50 名 

担当 公立八女総合病院 

目的 
目標 

手術で使用する材料・器材の取り扱いに関する基本的な知識を知る 

内容 

13：30～13：35 オリエンテーション 

13：35～14：20 講義（45分） 

「手術室で使用する材料・器材の基礎知識」 

14：20～14：30 休憩 （10分） 

14：30～15：45 実技実習（75 分） 

（A） ハーモニック操作 

（B） 吻合器ファイヤー操作 

（C） 鏡視下操作体験 

（D） 糸結び、縫合練習 

（E） 止血剤説明と紹介 

※5つのグループに分かれ各ブース 15分で回り体験する 

15：45～15：55 グループワーク・情報共有（10分） 

15：55～16：00 まとめ・質疑応答 閉会・次回案内 

 

評価 

・手術で使用する材料・器材の取り扱いに関する基本的な知識を知るという目標に対して、

アンケートの結果から実技内容は、大変参考になった、参考になったが 100％であること

から目標達成できたと考える。 
・今回は前回要望の多かった実技を取り入れた研修とした。業者と相談し全てのブースを体

験できるように受講者は５０名と制限し各施設には研修希望者を 10 名以下とした。 
10 名を超える施設もあったが当日参加者は 50 名で定員通りの実施となった。 

・今回の研修は「手術で使用する材料・器材の取り扱いに関する基本的な知識を知る」をテ

ーマとし、手術経験の浅い看護師の知識・技術習得を目的とした。手術室経験５年未満の

参加者は 51%であり対象看護師の参加は半数であり、アンケートでは「実技や講義はとて

も参考になった」「機械だしに入るようになったばかりで糸や針について知ることができ

て学びとなった」など、知識・技術習得に繋がった声も多く聞かれた。 
・ハンズオン実習では積極的に取り組む姿が多く見られた。 
・アンケートでは講義・実技研修共に参考になったとの回答が 100%であり、日々の看護実

践に繋がる研修であった。アンケートでは「もっと実技の時間が欲しかった」いう意見も

多く聞かれ、今後ハンズオン実習を行う際は、講義時間を短縮するなどの検討が必要 
・前回の課題であった研修後アンケート提出に関しては、QR コードアンケートとし、退室

前に実施し回収率は１００%であり、引き続き退室前の実施が望まれる。 
 

今後

の 
課題 

・実技の研修をする際は、実技時間を長くしてほしい要望が多く、今後実施する内容に応じ

講義時間の短縮と実技時間の調整が必要。 

 


